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東
京
農
業
大
学
と
東
京
農
工
大
学
を
混
同
す
る
人

は
、
少
な
く
な
い
。
農
大
を
国
立
大
学
と
思
っ
て
い

る
人
も
け
っ
こ
う
多
い
。
さ
て
、
そ
の
東
京
農
工
大

学
で
あ
る
が
、
大
学
史
を
ま
と
め
た
『
東
京
農
工
大

学
百
年
の
歩
み
』
（
一
九
八
一
年
）
の
目
次
を
繰
っ

て
み
る
と
、
農
工
大
誕
生
前
の
記
述
が
「
第Ⅰ

部 

駒
場
の
伝
統
（
農
学
部
の
前
身
）
」
と
「
第Ⅱ

部 

西
ヶ
原
の
系
譜
（
工
学
部
の
前
身
）
」
の
二
部
か
ら

成
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
新
制
大
学
と
し
て

東
京
農
工
大
学
が
生
ま
れ
た
の
は
昭
和
二
四
年
（
一

九
四
九
）
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
の
農
学
部
の
前
身

は
東
京
高
等
農
林
学
校
（
戦
時
中
の
短
期
間
、
東
京

農
林
専
門
学
校
）
、
繊
維
学
部
、
の
ち
の
工
学
部
の

前
身
は
東
京
高
等
蚕
糸
学
校
（
同
上
、
東
京
繊
維
専

門
学
校
）
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
学
校
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
目
次
に
あ
る
「
西
ヶ
原
」
と
は
、
東

京
高
等
蚕
糸
学
校
誕
生
の
地
、
北
区
西
ヶ
原
に
ち
な

ん
で
い
る
。 

 

こ
の
「
西
ヶ
原
＝
東
京
高
等
蚕
糸
学
校
」
最
大
の

功
労
者
が
、
初
代
校
長
の
本
多
岩
次
郎
で
あ
る
。
本

多
岩
次
郎
に
つ
い
て
は
、
「
西
ヶ
原
の
本
多
か
本
多

の
西
ヶ
原
か
、
と
ま
で
言
わ
れ
た
ほ
ど
で
、
本
多
校

長
の
歴
史
は
即
西
ヶ
原
の
歴
史
で
も
あ
る
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
日
本
の
蚕
糸
業
教
育
史
で
は
、
信
州
蚕
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糸
業
教
育
の
最
大
の
功
労
者
で
あ
る
三
吉
米
熊
（
駒

場
農
学
校
に
お
け
る
横
井
時
敬
の
同
級
生
、
上
田
蚕

糸
専
門
学
校
［
信
州
大
学
繊
維
学
部
の
前
身
］
教
授
）

な
ど
も
著
名
だ
が
、
わ
が
国
蚕
糸
業
教
育
史
上
の
第

一
人
者
が
本
多
で
あ
る
こ
と
に
、
異
論
は
な
か
ろ
う
。 

 

本
多
岩
次
郎
は
、
短
期
間
で
あ
る
が
、
本
学
の
前

身
、
東
京
農
学
校
の
教
頭
を
務
め
て
い
る
。
明
治
二

六
年
（
一
八
九
三
）
に
育
英
黌
か
ら
独
立
し
て
以
降

の
東
京
農
学
校
で
は
、
河
村
九
淵
（
本
紙
第
四
号
参

照
）
の
あ
と
、
沢
村
真
（
同
第
一
二
号
）
→
豊
永
真
理

→
長
岡
宗
好
（
同
第
七
号
）
と
、
短
期
間
に
次
々
と
教

頭
が
替
わ
っ
た
が
、
長
岡
の
後
任
と
し
て
赴
任
し
た

の
が
本
多
で
あ
っ
た
。
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
四

月
の
こ
と
で
あ
る
。
本
多
は
そ
の
前
年
、
明
治
二
七

年
か
ら
本
校
の
講
師
を
委
嘱
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
三
月
、
本
多
は
本
校
評
議

員
に
就
任
し
、
教
頭
を
辞
任
し
た
。
こ
の
間
、
わ
ず
か

に
一
年
間
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
後
も
明
治
三
〇
年

（
一
八
九
七
）
一
月
ま
で
は
評
議
員
、
同
月
、
大
日
本

農
会
に
本
校
の
経
営
が
移
譲
さ
れ
る
と
同
時
に
、
横

井
時
敬
ほ
か
九
名
と
と
も
に
商
議
員
と
な
り
、
そ
の

後
、
東
京
高
等
農
学
校
を
経
て
、
大
正
一
四
年
（
一
九

二
五
）
五
月
、
財
団
法
人
東
京
農
業
大
学
が
成
立
す

る
ま
で
、
永
き
に
わ
た
っ
て
商
議
員
を
務
め
た
。
本

学
草
創
期
の
功
労
者
の
一
人
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ

う
。 

 

さ
て
、
本
多
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
、
豊
後
杵

築
藩
士
工
藤
常
英
次
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
三

菱
商
業
学
校
、
攻
玉
社
を
経
て
、
明
治
一
六
年
（
一
八

八
三
）
駒
場
農
学
校
に
入
学
し
た
。
駒
場
農
学
校
は
、

本
多
の
在
学
中
に
東
京
山
林
学
校
と
合
併
し
て
東
京

農
林
学
校
と
な
り
、
本
多
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八

八
）
東
京
農
林
学
校
農
学
科
を
卒
業
し
た
。
卒
業
後
、

農
商
務
省
技
手
に
任
官
し
蚕
茶
課
に
勤
務
、
そ
の
後

も
西
ヶ
原
蚕
事
部
試
験
員
兼
教
員
、
農
務
局
西
ヶ
原

仮
試
験
場
蚕
事
部
評
議
員
、
農
務
局
蚕
業
講
習
所
技

師
、
同
伝
習
部
長
兼
試
験
部
長
、
東
京
蚕
業
講
習
所

『東京農業大学 開校十五年記念帖』(＊) 
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養
蚕
部
長
兼
製
糸
部
長
、
東
京
蚕
業
講
習
所
長
と
一

貫
し
て
蚕
糸
業
関
係
、
と
く
に
蚕
糸
業
教
育
に
携
わ

り
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
、
東
京
蚕
業
講
習

所
が
農
商
務
省
か
ら
文
部
省
に
移
管
さ
れ
、
東
京
高

等
蚕
糸
学
校
が
成
立
す
る
と
同
時
に
初
代
校
長
（
兼

教
授
）
に
任
命
さ
れ
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
四

月
、
脳
溢
血
に
よ
り
急
逝
す
る
ま
で
校
長
を
つ
と
め

た
。
こ
の
間
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
は
博
士
会

の
推
薦
に
よ
り
農
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。

な
お
、
蚕
糸
業
教
育
以
外
で
も
、
大
日
本
蚕
糸
会
副

会
頭
、
蚕
糸
業
同
業
組
合
副
会
長
、
日
本
蚕
糸
学
会

初
代
会
長
等
々
を
つ
と
め
る
な
ど
、
わ
が
国
蚕
業
界

へ
の
貢
献
は
計
り
知
れ
な
い
。 

 

末
筆
な
が
ら
、
本
多
は
本
学
初
代
学
長
の
横
井
時

敬
と
は
極
め
て
懇
意
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
関

連
し
て
、
本
多
逝
去
後
に
西
ヶ
原
同
窓
会
本
多
先
生

伝
記
刊
行
会
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
本
多
岩
次

郎
先
生
伝
』
（
一
九
三
八
年
）
は
、
「
是
は
共
に
九
州

人
と
し
て
九
州
会
や
其
他
の
関
係
も
あ
っ
た
か
。
横

井
博
士
は
熊
本
出
身
で
同
じ
く
熊
本
出
身
前
生
糸
検

査
所
長
紫
藤
章
博
士
も
亦
横
井
博
士
と
親
交
あ
つ
て

且
本
多
博
士
と
も
親
交
が
あ
り
尚
蚕
糸
業
関
係
に
於

て
交
渉
深
か
つ
た
が
。
三
人
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
た
時

抔
は
頗
る
賑
は
し
」
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。 

国
際
食
農
科
学
科 

教
授 

 

友
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清
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令
和
元
年
と
な
る
今
年
は
、
学
祖 

榎
本
武
揚
公

率
い
る
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
が
戦
っ
た
戊
辰
戦

争
の
終
結
１
５
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
年
で
す
。

最
後
の
戦
い
と
な
る
箱
館
戦
争
の
場
と
な
っ
た
、
函

館
、
開
陽
丸
が
姿
を
消
し
た
江
差
の
海
、
こ
れ
ら
南

北
海
道
の
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
広
く
全
国
に
発

信
す
る
た
め
に
、
標
記
の
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま

す
。
上
記
二
枚
の
図
絵
が
、
こ
の
宣
伝
に
使
わ
れ
る

円
筒
形
展
示
塔
の
図
案
に
採
用
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
号
で
も
紹
介
し
た

小
杉
雅
之
進
の
手
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る

『
麦
叢
録
附
図
』
の
中
の
二
枚
で
す
。 

記
念
事
業
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
令
和
二
年

三
月
末
ま
で
開
催
予
定
で
す
。 

     

当
資
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 
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４
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本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
大
学
史
資
料
室
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

 

『麦叢録附図』(＊)  開陽艦江差襲撃之図 『麦叢録附図』(＊)  江差海岸開陽破壊之図 
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み
な
み
北
海
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最
後
の
武
士

も
の
の
ふ

達
の
物
語 
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